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公安委員会定例会議(第12回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年５月13日(水) 

       午後１時30分 ～ 午後４時20分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 増田委員説示 

   カミュの小説「ペスト」は、「１９４Ⅹ年、仏領アルジェリアの港町オラ

ンでペストがまん延した」という設定で、植民地総督府が町を閉鎖（ロッ

クダウン）する中、まん延が明確な理由も分からないまま終息していく様

子が描かれています。主人公の医師は、“ペストと戦う唯一の方法は、誠実

さである”、“（誠実さとは）僕の場合は自分の職務を果たすことと心得てい

る”と話します。つまり、ペストと戦うためには、一人の英雄が超人的な

力を発揮して戦うのではなく、全ての人が自分の務めを果たさなければな

らないということを教えてくれています。 

   新型コロナウイルス感染症がまん延し先が見通せない中で、我々の果た

すべき務めとは、①宙ぶらりんな状態に耐える力、すなわちネガティブ・

ケイパビリティを持つこと、②自らが感染しないこと、③組織や社会の一

員として自らの置かれた立場でその役割を果たすことの３点です。警察に

対しては、新型コロナウイルス感染症に便乗した詐欺や県外ナンバーの車

を傷つけたり、あおる行為などの犯罪を見逃すことなくきちんと摘発し、

人々の不安を除去することが求められます。 

今は、皆が力を合わせて、各自の務めをしっかりと果たしつつ、先の見

えない宙ぶらりんな状態に耐えていきましょう。 

 

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 

    総務室から、令和２年第11回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 
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  ⑵ 警察署協議会委員欠員補充候補者の決定 

    総務室から、警察署協議会委員欠員補充候補者の決定に関する伺いが

あり了承した。 

  ⑶ 公安委員会宛て苦情に対する回答 

    総務室から、公安委員会宛て苦情に対する回答について伺いがあり了

承した。 

  ⑷ 犯罪被害者等早期援助団体の規則に基づく書類提出 

    総務室から、犯罪被害者等早期援助団体の規則に基づく書類提出に関

する報告があり了承した。 

  ⑸ 禁止命令発出結果報告 

    生活安全部から、禁止命令発出結果報告があり了承した。 

  ⑹ 警察の用に供している公有財産及び物品が損壊された場合の告訴権 

    刑事部から、警察の用に供している公有財産及び物品が損壊された場

合の告訴権に関する伺いがあり了承した。 

  ⑺ 自動車運転免許技能試験官の指定 

    交通部から、自動車運転免許技能試験官の指定について伺いがあり了

承した。 

  ⑻ 運転免許の行政処分に係る意見の聴取・聴聞 

    交通部から、運転免許の行政処分に係る意見の聴取及び聴聞結果につ

いて報告があり、審議の結果20件の行政処分の決定について伺いがあり

了承した。  

  

３ 報告事項 

 ⑴ 令和２年度警察官採用試験の申込状況 

   警務部長から、令和２年度警察官（大学卒）採用試験の申込状況につ

いて報告があった。 

 ⑵ 令和２年度愛媛県警察事務職員等の採用募集活動 

   警務部長から、令和２年度愛媛県警察事務職員（上級）等の採用募集

活動について報告があった。 

 ⑶ 令和元年度中の本県における随時監察実施結果 

   首席監察官から、令和元年度中の本県における随時監察実施結果につ

いて報告があった。 
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 ⑷ 「あおり運転撲滅ＢＯＸ」の開設 

   交通部長から、「あおり運転撲滅ＢＯＸ」の開設について報告があった。 

 ⑸ 春の交通安全運動の実施結果 

   交通部長から、春の全国交通安全運動の実施結果について報告があっ

た。 

 ⑹ 新型コロナウイルス感染症対策の取組状況 

   本部長から、新型コロナウイルス感染症対策の取組状況について報告

があった。 

   委員から、「警察官を新型コロナウイルス感染のおそれのある現場等へ

臨場させる際には、できる限り感染予防策を講じるよう努めてほしい。」

との発言があった。 

   委員から、「新型コロナウイルス感染症対策は、感染が落ち着いても、

急に緩めることがないよう慎重な対応をしてほしい。」との発言があった。 

 

４ その他 

本部長から、「警察としても、新型コロナウイルス感染症に乗じた給付金

詐欺等の未然防止に向けた各種取組をしっかりと行うことと併せて、職員

の感染防止対策も引き続き万全を期していきたい。我々は、いざという時

のために、一人一人が組織的・社会的な務めを果たす、いわゆる自制の働

く組織であり続けることと、しっかりと県民の安全・安心を守るための仕

事を行うことの両立を図りながら、引き続き頑張っていきたい。」との発言

があった。 

以 上  


